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広報月間の活動報告

訪問先趣旨説明

　監察広報部長　長谷川より、今回の行政書士広報月間における訪問先についての主旨説明
をさせていただきます。

監察広報部からのお願い

1．日本行政書士会連合会からの要請

　農業委員会については、日行連から文

書で訪問の依頼が来ているため、平成

21年度から引き続き訪問先に加えてい

ますが、今年度よりJAさっぽろも加え、

さらに農地転用等について非行政書士が

関わることを排除していくことを目的と

しています。

2．老人福祉センターの追加

　３年ほど前から札幌支部では、札幌市

内の老人センター計10箇所中３箇所で

出張相続遺言セミナーを開催して参りま

した。今後も継続的に本セミナー開催を

検討しておりますので、各老人福祉セン

ターとの関係を深めるため訪問先に追加

した次第です。

　日本行政書士会連合会では「行政書士制

度広報月間」として、毎年10月１日〜31

日までの間に、全国の行政書士会と連携し

て非行政書士の排除とより広く国民への行

政書士制度の普及を目指し活動していま

す。札幌支部でも広報活動として例年上記

期間に、多くの官公署及び関連各所へ支部

理事が訪問して非行政書士の排除と行政書

士のアピール及び制度の普及活動を行って

います。

　そこで会員の皆様よりご意見を伺いたい

と思います。次ページは今回の広報月間の

訪問先リストが掲載されており、本ページ

上記については、訪問先のいくつかにつき

ましての趣旨説明があります。会員の皆様

にお伺いしたいのは、これ以外のもので訪

問した方がいいのではと考えられる機関及

びその理由を伺いたいと思います。

　集まった貴重なご意見は、理事会等で検

討させていただき次年度以降の広報月間の

訪問先を検討する際に参考にさせていただ

きたいと思います。

◆　ご意見は札幌支部事務局へＦＡＸ及びメールでお願いいたします。　◆

gyoseisapporo@mti.biglobe.ne.jp（011）271−6126FAX E−mail

※ 知り合いの理事にお伝えいただいても結構です。
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　◆ 関連団体関係 ◆

　◆ その他関係官公署 ◆

　◆ 警察署関係 ◆

　◆ 札幌市関係 ◆

　◆ 北海道関係 ◆
北海道知事
北海道議会（正副議長）

石狩振興局産業振興部建設指導課
同・地域振興部総務課主査（事業管理）

同・産業振興部商工労働観光課
同・地域振興部環境生活課

札幌市役所（市長）
札幌市議会（正副議長）
総務局広報部市民の声を聞く課
市民まちづくり局地域振興部戸
籍住民課
財政局管財部契約管理課
環境局環境事業部事業廃棄物課
保健福祉局保健福祉部介護保険課
・障がい福祉課
札幌市農業委員会
札幌地区軽自動車協会
大通証明センター

区役所・まちづくりセンター
・中央区
・東区
・西区
・南区（含：定山渓まちづくりセンター）
・北区（含：篠路まちづくりセンター）
・豊平区
・白石区
・手稲区
・清田区
・厚別区

老人福祉センター
・中央老人福祉センター
・東老人福祉センター
・白石老人福祉センター
・厚別老人福祉センター
・豊平老人福祉センター
・清田老人福祉センター
・南老人福祉センター
・西老人福祉センター

札幌方面中央警察署交通課
札幌方面中央警察署生活安全課
札幌方面東警察署交通課
札幌方面東警察署生活安全課
札幌方面西警察署交通課
札幌方面西警察署生活安全課
札幌方面南警察署交通課
札幌方面南警察署生活安全課

札幌方面北警察署交通課
札幌方面北警察署生活安全課
札幌方面豊平警察署交通課
札幌方面豊平警察署生活安全課
札幌方面白石警察署交通課
札幌方面白石警察署生活安全課
札幌方面厚別警察署交通課
札幌方面厚別警察署生活安全課

札幌方面手稲警察署交通課
札幌方面手稲警察署生活安全課
札幌方面千歳警察署交通課
札幌方面千歳警察署生活安全課
札幌方面江別警察署交通課
札幌方面江別警察署生活安全課

札幌大通公証役場
中公証役場
北海道運輸局札幌運輸支局
札幌地区軽自動車協会
入国管理局
千歳市役所

千歳市役所農業委員会
恵庭市役所
恵庭市役所農業委員会
北広島市役所
北広島市役所農業委員会
石狩市役所

石狩市役所農業委員会
江別市役所
江別市役所農業委員会
当別町役場
当別町役場農業委員会

札幌商工会議所
かでる 2・7
北海道立消費生活センター
エルプラザ（消費者センター）

エルプラザ（男女共同参画センター）
エルプラザ（市民活動サポートセンター）
エルプラザ（環境プラザ）
社会福祉法人　札幌市福祉事業団

札幌市身体障害者福祉協会
札幌市農業協同組合

今回の行政書士制度広報月間での主な訪問先は次のとおりです。
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第４回札幌支部会員交流会

　平成23年８月６日（土）に第４回目と

なる札幌支部交流会が開かれました。

　今回はサッポロビール庭園でパークゴル

フと懇親会が行われ、18名が参加しました。

　当日の天気は晴れ、最高気温30度を超

す暑さのなか、３コース（27ホール）をプ

レーしました。サッポロビールの商品名が

コース名になっており、懇親会のビールを

想像しながらプレーされた方もおられたの

ではないでしょうか。

　約２時間をかけてコースを回った後は、

サッポロビール庭園内のレストラン「ヴァ

ルハラ」で懇親会が開催されました。ジン

ギスカン食べ放題、ビール飲み放題でお腹

を満たしながら表彰式も行われました。パ

ークゴルフ初心者から、マイクラブを持っ

ているような上級者が参加され、個人の実

力差が目立つゲームであったため、個人賞

と団体賞が用意されていましたが、その個

人の実力差が団体成績にも大きく影響する

結果となりました。

　思い通りの成績だった方や、そうではな

かったという方、みなさんそれぞれでした

が、普段とは少し違う会員の一面を見るこ

とができ、会員同士の交流をいっそう深め

ることができた支部交流会となりました。

●　よい天気です。いい汗いっぱいかきました。
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●　宮元支部長がご挨拶しています。

●　パークゴルフ、スタートです。

●　お疲れの
様です。

●　こちらもラウンド中です。

●　集計中です。

●　「！？」
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◀　いい汗かいた後は、　　コレですね。

●　懇親会

◀　懇親会からご参加
の松山副支部長（左

）と、

　　谷掛会員（中央）

●　乾　杯〜！
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●　個人優勝の村田会員

●　ブービー賞、赤塚会員

●　団体優勝、築田会員、浦野会員、村田会員

●　個人二位、三浦会員

●　ブービーメーカー賞、宮元支部長

●　団体二位、伊藤会員、堀川会員、大関会員

●　個人三位、橋爪会員

●　参加賞でした。

●　団体三位、吉田副支部長・嶋田会員・橋爪会員

●　みなさん、お疲れさまでした。
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三支部合同研修会報告

　札幌支部、小樽支部、旭川支部による三

支部合同研修会が、９月10日（土）に層

雲峡ホテル大雪に於いて実施されました。

今年度は旭川支部が担当幹事を務め、札幌

支部より19名、小樽支部より８名、旭川

支部より14名、計41名が参加しました。

　今年度は「公正証書の手続きと作成につ

いて」という研修テーマで、旭川公証人合

同役場の猪又間喜雄公証人を講師にお招き

して、研修を行いました。

　研修会では、遺言及び離婚に伴い公正証

書を作成する際の注意事項について、最近

の判例なども交えなが

ら 講 義 が 行 わ れ ま し

た。猪又公証人は体調

を崩されて入院中にも

関わらず、当日は病院

から研修のためにお越

しいただきました。こ

の場を借りてお礼申し

上げます。

　研修会終了後は、同

所別室にて懇親会を行

い、交流を深めました。

懇親会

 講師の猪又間喜雄公証人（右）

豪華な料理

研修会の様子
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今年も24時間テレビに参加

　今年も、札幌支部のお向かいにあるSTV

（札幌テレビ放送）で24時間テレビが行わ

れました。わたしたち札幌支部も北海道会

のお手伝いという形でチャリティに参加さ

せていただきました。

　今年の24時間テレビ34「愛は地球を救

う」のテーマは、「力（ちから）〜わたしは、

たいせつなひとり。〜」というものでした。

　３月に発生した未曾有の東日本大震災に

よって、日本は甚大な被害を被りました。

今、わたしたちにできることは何なのか、

どうやって力になれるのか、番組を通して

それらの点を考えさせられた気がします。

◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇

　札幌支部では、支部前での募金箱設置と

ともに、無料相談を行いました。支部前の

募金箱には11,097円が集まりました。札

幌支部事務局内で行われた無料相談は、内

容証明に関するものを含め数件の相談があ

りました。

　募金額や相談数という、数字だけを見る

と決して多くはありません。でも、その小

さいと思えるものも、集まった時に大きな

「力」になるはずです。

◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇

　集まった募金は北海道会を通して被災地

に寄付されます。チャリティに協力してく

ださった会員の皆さん、募金をしてくださ

った皆さん、ありがとうございました。
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　このコーナーでは、事務所経営の成功事例ということで、得意分野を確立して活躍されてい
る会員の方々をご紹介いたします。今回は、江谷清和会員にお話をお聞きしました。

Ｑ：まず、登録した当初はどのように営業をされていましたか。
Ａ：開業前は23年間製薬会社にいたので、当時の知り合いに紹介してもらい、会社設立と院外

調剤薬局の開設許可をセットで受けたりしていました。

Ｑ：当時の失敗談などはありますか。
Ａ：いっぱいありますよ。申請の期限をうっかり忘れていたこともありました。その時は何と

か許可は切れずに済みましたが…。それ以来、手帳に書く他に、付箋に優先順位をつけて
忘れないように工夫しています。

Ｑ：どのような営業方法が効果的でしたか。
Ａ：単発の許認可では、そこで関係が切れてしまうので、顧問契約を取るように持っていくこ

とです、何かあったら相談にのりますと。そうすると、例えば、新たな事業展開をしたい、
別法人を立ち上げたい、家族や親戚が何かをしたい等、向こうから話が来るようになる。
顧問がいれば、別途報酬を頂くような仕事も、他の人には頼まないでしょう。

Ｑ：そのような仕組みを作ることによって事務所経営が軌道に乗ったのですね。
Ａ：事務所の売り上げは当初よりは伸びましたが、私は、軌道に乗ったと思ったことは一度も

ないんです。軌道に乗るというのは、自由業の理想に近づくことで、私の場合は、『粗野だ
けれども仕事は超一流』というのが理想の姿ですね。今はまだ、市場に迎合している部分
があって、それはつまり、市場を読み切れていない!
だからと思っています。

Ｑ：事務所経営の心構えについて教えてください。
Ａ：自分の軸足をどこに置くか、軸足を固めておくこ

とが大事だと思います。そして、国家資格者とし
ての義務というか、法的素養の研鑽を継続的に磨
き続けることですね。結果として、多種多様なラ
イフスタイルを持てるからです。そして、登録し
た当初からの信念を曲げたくないと思っています。

　 ………… 今回、江谷会員には、お忙しい中、取材を快諾
頂きました。ありがとうございました。

事務所経営の成功事例

◦江谷清和会員の主な役職歴
2000.6〜2005.5
　北海道行政書士会　高度情報化対応委員会委員長
2003.5〜2005.5
　北海道行政書士会　企画開発部次長
　北海道行政書士会　札幌支部　副支部長
2005.5〜2009.6
　北海道行政書士会　常任理事　総務部長
2005.7〜
　総務省　電子政府推進員
2009.6〜2011.5
　北海道行政書士会　電子申請委員会　委員長
　北海道行政書士会　綱紀委員会　委員長
2011.6〜
北海道行政書士会　常任理事　総務部長

江谷　清和会員� 【札幌市西区】

登　　　　録：平成10年２月

得意分野業務：知的財産権業務（著作権・種苗法）、	

	 	 	公益法人コンサル等
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　今号から、北海道会の任意会をインタビュー形式でご紹介していきます。その第一回目は、北海道
会で一番長い歴史があるという『法友会』です。法友会の五十嵐会員から色々とお話を伺いました。

　次は「突撃おじゃましま〜す」のコーナーです。少しでもすてきな支部だよりにするために、
自腹で（ !）法友会の研修に参加してみました。

任意会へおじゃましま〜す＋ 体験レポ ： 「 突撃おじゃましま〜す」

Ｑ：発足はいつですか？
Ａ：昭和60年８月から発足しています。現在澁田勲

会員が３代目会長として会をまとめています。

Ｑ：25年以上になりますね!!� �
普段はどのような活動をされているのですか？

Ａ：会員が講師となり、実際に体験した具体的な事
例等を基にした研修会を年10回行っています。
つい最近行ったのは「事業主の厚生年金・私的
生命保険の活用」についてです。今後は「老後
の施設住まいの選択と資金計画」・「相続、遺言
執行、成年後見の留意点」を10・11月に予定
しています。その他に、日帰りバス旅行や大忘
年会など楽しいイベントを毎年３回実施してい
ます。会報誌も作成していまして、平成23年８
月に発行したもので第193号になります。毎回
８〜12ページ程度ですが、連載ものから決算・
予算報告、編集後記まである内容にしています。

Ｑ：現在、会員は何名ですか？　法友会員の特徴や、
会員になる資格要件等はありますか？

Ａ：会員数は76名（平成23年９月１日現在）です。
会の歴史と同じ様に、会員も大ベテランから今

年行政書士登録をされた方まで様々です。
　　会員資格については、①行政書士登録者に加え

て、②有資格者（行政書士試験合格者等）であ
ることです。

Ｑ：会の理念を教えていただけますか？
Ａ：それでは、年４回の会報の表紙に載せている言

葉を引用します。
『法友会の研修は、行政書士が作成した書類
に最終的に責任を持てる業務の研修を行う。
研修での講師は確度“甲”の情報、実際に自分
が体験した具体例で行う。研修はただ聞いて
いるだけではなく、実際にお金と交換するこ
と。講師は全員が交代で行う。行政書士の戦
う土俵はどこか常に考える。法友会に加入し、
偶然を生かし、自分の身を立てる機会とする。
機関紙は会員勧誘として生かす内容とする。
� �情報提供の場　法友会　会長　澁田勲』

Ｑ：最後に一言お願いします。
Ａ：若い人に是非たくさん入ってもらいたいです。

　� …………�どうもありがとうございました。

　研修会は平成23年８月18日（木）、18時よりリン
ケージプラザにて開催されました。
　通常例会とは違い北海学園大学法学部から大西有
二教授を講師にお招きして、「行政不服審査法に係る
不服審査手続の代理権」をテーマにした研修会でした。
　過去の判例などから確立された法的理論、判例・
学説を踏まえて行政手続法が制定された経緯等を分

かりやすくご説明い
ただきました。諸外
国に比べ、日本では
法律に問題があるこ
とがはっきりしてい
ても法改正がされな
い、法改正をするの

に非常に時間がかかるという大西教授のお言葉が印
象的でした。
　当日、澁田会長は出張のため欠席でしたが会員22
名が出席され、２時間の研修終了後には、その約半数
が二次会へ。飲食しながら大西教授にお話を伺った
り、研修内容等の意見交換を活発にされていました。

　法友会事務局の連絡先はこちらです。

場　所：札幌市中央区南１条西13丁目
　　　　岩渕ビル３Ｆ　澁田事務所内
電　話：011-261-4760
 F a x  ：011-261-4968

公式サイト    http://houyu.web.fc2.com/
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●入会しました ●退会しました

事 務 局 か ら の 報 告

================================================

================================================
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

（入会年月日）（会員番号） （氏　名） 〔事務所〕

　1.H23.　7.　1 5150 森　本　恭　寛 中・中央区5

　2.H23.　7.　1 5151 八重樫　洋　平 南・清 田 区

　3.H23.　7.　1 5152 猪野屋　一　秀 南・南 　 区

　4.H23.　7.　1 5153 鎌　野　代志美 北・北 区 1

　5.H23.　7.　1 5155 吉　田　育　弘 北・北 区 2

　6.H23.　8.　1 5156 澤　田　英　幸 中・中央区2

　7.H23.　8.　1 5157 竹　田　雄　一 東・白石区2

　8.H23.　8.　1 5158 矢　口　正　人 中・中央区4

　9.H23.　8.　1 5161 川　端　忠　範 中・中央区5

（退会年月日）（会員番号） （氏　名） 〔事務所〕

　1.H23.2.1（東京会移転） 4843 岩　橋　洋　光 中・中央区2

　2.H22.4.10（死亡） 4720 吉　田　　　学 北・北 区 1

　3.H23.　7.　4 5054 森　　　康　弘 東・豊平区1

　９月に入ってもまだまだ暑い日が続き、夏が

頑張って延長しているようで嬉しいです。私が

支部だより編集のお手伝いをするようになって

から、今号で２号目になりました。札幌支部に

ついてほとんど予備知識もなく、特に深く考え

もせず編集担当をさせていただくことを決めた

ため、この数カ月は支部のことを理解するのに

とても良い機会となりました。また編集活動等

を通して色々な方に出会うことができるのも、

とても貴重な体験です。

　しかし、原稿作成では自分の勉強不足を思い

知らされることが非常に多いです。

　思うような文章が作成できず、もっといっぱ

い本を読んでおけばよかったと後悔しそうにな

ります。業務・仕事はもちろんですが、あらゆ

る場面においてでもやっぱり勉強が必要なんだ

なぁ〜　と、しみじみです。

　まだまだこれからが本番なのですが、任期満

了までには少しでも成長できていますように頑

張りますので、今後の約２年間よろしくお願い

いたします。

　　 （大津）


